
地域活動情報紙「たんぽぽ」では、各地域で取り組まれている

活動や関連情報をお届けします。

今回は、ｳｯﾃﾞｨﾀｳﾝ・ｶﾙﾁｬｰﾀｳﾝ地区と本庄地区をご紹介！

どんな活動をしていますか？

活動者からのメッセージ

好きなアニメや音楽の話が気軽にでき、2か月に1回、ここでみん
なに会えるのをすごく楽しみにしています。

『はじまりの街』は、アニメやゲームなどの趣味を

ツールに、家にこもりがちな方や人付き合いが苦手な

方の居場所として、偶数月の第1金曜日17時～19時で開

催しています。

また、今年の1月から新たに、『和みの会（学校へ行

きづらい子の親の会）』さんと共催で、お子さんと保

護者がそれぞれ参加できる居場所（『はじまりの街』

U-18）をスタートさせ、奇数月の第2土曜日13時30分～

17時で開催しています。

（開催場所：ウッディタウン市民センター）

協力：ウッディ・カルチャー地区ふれあい活動推進協議会

大人も子どもも、それぞれが安心して過ごせる居場所を参加者と
一緒につくっていきたいと思っています。『はじまりの街』が外出
や、次のステップへ踏み出すきっかけになれば嬉しいです。

参加者の声

▲二部屋に分かれて、
親と子の居場所開催中

「いるだけでも大丈夫」
「安心して自由に過ごせる」 がキーワード！

『はじまりの街』と『はじまりの街』U-18は、出入

り自由、ニックネームＯＫ、気が向いたときに参加で

きる居場所です。

のんびり、まったり、パズルやボードゲームをした

り、自分の作ったプラモデルやイラスト作品などを持

ち込んで、話が盛り上がることもあります。

▲ 2019年から始まった『はじまりの街』
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どんな活動をしていますか？

活動者からのメッセージ

コミュニケーション麻雀は障害者の方々のリハビリのためになると
聞いてびっくりしました。これからも「本庄」を誇りに思い生活し
ていきたいと思います。

住み慣れた地域で、安心して安全に楽しく暮らしたい。そんな本庄地区を目指して、住民座

談会、友愛訪問、ふれあい寄席、まごころ年賀状、春の会食会など様々な活動を実施していま

す。

コロナ禍での活動は「できない理由」ではなく「できる工夫を」という想いで協議をしてい

ます。

「ふれあい」を目的とした私たちの活動ですが、ここ数年は新型コロナ
の影響を受けて、難しい状況が続いています。そんな中でも、いや、そん
な中だからこそ、積極的に「ふれあい」の場を設け、楽しい時を持ちたい
と思っています。今年度も、万全の対策を講じながら、いろんな事業を実
施してきました。参加してくださった方々からは「久しぶりに顔を見て、
いろいろとお話できた」と喜んでいただきました。これからも必要な工夫
をしながら、「ふれあい」の機会を提供していきたいと思います。

参加者の声

「昔あそび・アロママッサージ・コミュニケーション麻雀・しめ縄づくり・ふれあい

ウォーキング」などを通じて短期大学・中学校(トライやるウィークの受け入れ)・小学

校・幼稚園・福祉施設など、様々な方との交流を重ねています。

自然のものを使った遊びは最近減ってきているので、私たちが
学んで子どもたちにつないでいけるといいなと思いました。
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▲中学生と一緒に
コミュニケーション麻雀

▲竹を用いた遊びで
短期大学生と交流

▲しめ縄づくりで
小学生(親子)と交流
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